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⽇本在宅医療連合学会 COI開⽰
神野真実

演題発表に関連し、開⽰すべきCOI関係にある
企業などはありません。



世⽥⾕区 在宅医療・介護連携推進事業における
ACP普及啓発の取り組み

在宅療養ACPガイドブック
「LIFEこれからのこと」の制作

医療介護職それぞれの取り組みを
気軽に共有「ガヤガヤ会議」

区⺠向け講習会の企画／継続
地域包括⽀援センターに伴⾛
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背景

世⽥⾕区⾼齢者ニーズ・介護保険実態調査

「⼈⽣の最期について⾃宅で迎えることを希望する」回答が60%以上

「⼈⽣の最期についての話し合い」は49%が「⾏っていない」

→ 世⽥⾕区⺠のACPの認知・理解に課題
世⽥⾕区 在宅医療・介護連携推進事業の⼀環として、令和2年〜普及啓発を実施



在宅療養ACPガイドブック
「LIFEこれからのこと」の制作

読み⼿の世⽥⾕区⺠に届きやすい表現
本棚に置いておきたくなるものを
• 領域横断チームで制作
在宅医・訪問看護師・デザイナー ・ライター

• 区⺠5⼈の物語
ACPや在宅療養の解説、「価値観のかけら」

• 区内28の地域包括⽀援センターへ、初版1万部

• ⾃由に活⽤できる解説動画を作成
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<物語> <解説>





2021年4⽉
地域包括⽀援センターの担当者から、 「世⽥
⾕区から新しく出た本ですよ」と⼿渡された。

2022年
書き込まれたLIFE、価値観のかけら。 訪問
診療の医師、訪問看護師の⼿に渡る。

現在
「誰でも⼿に取って読んでもらえるように」
と 家族やサービス担当者が⼿に取りやすい
テーブルに随時置かれている。

連携のかたち・事例1



※ご本⼈の許可を得て掲載しています



※ご本⼈の許可を得て掲載しています



連携のかたち・事例2



※ご本⼈の許可を得て掲載しています



※ご本⼈の許可を得て掲載しています



※ご家族の許可を得て掲載しています



区⺠向け講習会の企画／継続
地域包括⽀援センターに伴⾛

⾃⾝の将来設計や地域活動に積極的な⽅に、
体験しながらACPを知り、広めてもらう
• 「価値観のかけら」を⼀緒に書いて話してみる

• 地域包括⽀援センター主催の区⺠向け講座に伴⾛
30回・900名の参加（R5）

• 元アナウンサーの住⺠による朗読つき講習会、お
茶を飲みながらのおしゃべり講習会、職員が⾃ら
の「価値観のかけら」をポスター掲⽰する展開
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区⺠向け講習会の企画／継続
地域包括⽀援センターに伴⾛

実施の仲間をつくっていく、
顔の⾒える関係性を作っていく
• 「⼈⽣会議」そのものの普及状況に合わせて、基
礎編、 職種別編、 仲間づくり編とアップデート

• 事業所・職種を超えて、現状どんな取り組みをし
ているか、それぞれの課題を⼒まずに語り合う
「ガヤガヤ会議」
→ 互いの⽇頃の実践を讃えあったり共に悩み、
地域の仲間を作る
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ポイントまとめ

ACPの実践⽅法を形式化して広めるのではなく、本や講習
会の作り込みを⼊念に⾏ったうえで、本⼈、家族、専⾨職、
それぞれに応じた実践を楽しみながら検討してもらう

→ 活動が広がり、世⽥⾕にACPが根付きはじめている。
今後もACPの⽂化としての定着を⽬指したい。



世⽥⾕区在宅療養ACPガイドブック
「LIFEこれからのこと」


